
青
島
温
州
の
収
穫
時
期
で
す

　
12
月
に
な
り
、
青
島
温
州
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
果
実
の
丁
寧
な
取
り
扱
い
と
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
貯
蔵
病
害
予
防
の
た
め
、
収
穫
1
週
間
前
を
目

安
に
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤   

４
０
０
０
倍
（
収
穫
前
日

｜

４
回
）

・
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25　
　
２
０
０
０
倍
（
収
穫
前
日

｜

３
回
）

収
穫

　
ミ
カ
ン
の
収
穫
時
期
の
判
断
は
、
基
本
的
に
着
色
を
見
て
判

断
し
ま
す
。
年
内
出
荷
用
は
完
着
、
貯
蔵
用
は
七
～
八
分
着
色

以
上
を
目
安
に
適
期
収
穫
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫

時
に
果
実
に
傷
が
つ
く
と
腐
る
原
因
と
な
る
た
め
、
次
の
点
に

注
意
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
手
袋
を
す
る

②
果
実
は
二
度
切
り
し
、
ハ
サ
ミ
傷
や
軸
長
に
注
意
す
る

③
濡
れ
た
果
実
を
収
穫
し
な
い

④
果
実
を
引
っ
張
っ
て
収
穫
し
な
い

⑤
コ
ン
テ
ナ
に
は
、
低
い
位
置
か
ら
そ
っ
と
入
れ
、
量
を
八
分

程
度
に
す
る

予よ

措そ

　
収
穫
後
、直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
で
、

１
～
２
週
間
か
け
て
ミ
カ
ン
を
乾
燥
さ
せ
、
３
％
程
度
を
目
安

に
果
実
重
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
ミ
カ
ン

を
10
個
ほ
ど
ネ
ッ
ト
等
に
入
れ
て
重
さ
を
量
り
、
減
少
率
を
計

算
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
浮
皮
の
果
実
は
、
５
％
程
度
と
や
や
強
め
の
予
措
を

落
葉
防
止
対
策
を

万
全
に
…
!!

令
和
３
年
産
に

向
け
て
農
薬
・

肥
料
の
ご
紹
介

貯
蔵
管
理

防
寒
対
策
は
お
済
で
す
か
？

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
季
節
風
が
か
な
り
強
い
日
も

あ
る
の
で
、
防
風
施
設
の
点
検
補
強
な
ど
が
必
要
で
す
。

寒　
害

　
茶
樹
の
寒
さ
に
対
す
る
抵
抗
性
（
耐
凍
性
、
耐
寒
性
）
は
、

【
成
葉
＝
枝
≳
芽
≳
幹
≳
根
】
の
順
序
で
高
い
特
性
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
樹
木
の
耐
凍
性
は
、
枝
条
末
端
の
葉
か
ら
始
ま

り
、
順
次
幹
の
下
方
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
下
方
の
末
端
で
あ
る

細
根
は
厳
冬
期
で
も
耐
凍
性
が
高
ま
ら
ず
、
−３
～
−４
℃
が
限
界

の
温
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
の
気
象
災
害

　
茶
樹
の
越
冬
中
の
気
象
災
害
は
、
低
温
・
小
雨
・
寒
風
な
ど

に
よ
り
発
生
し
、
様
々
な
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
11
月
号
で
冬

季
の
気
象
災
害
の
分
類
と
特
徴
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
も
う
少

し
細
か
い
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
赤
枯
れ
（
凍
害
）

　
茶
樹
が

−10
℃
以
下
の
低
温
下
に
長
時
間
お
か
れ
た
場
合
に
被

害
が
大
き
く
な
り
、
葉
茎
が
被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
越
冬
芽

も
被
害
を
受
け
、
春
芽
の
伸
長
が
不
良
と
な
り
ま
す
。
越
冬
時

の
芽
が
、
萌
芽
状
態
よ
り
進
ん
で
い
る
と
被
害
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

⑵
青
枯
れ
（
寒
早
害
）

　
冬
季
が
寒
冷
で
、
雨
が
少
な
く
土
壌
が
乾
燥
し
た
状
態
に
な

り
、
葉
か
ら
の
水
分
蒸
散
に
根
の
給
水
が
追
い
付
か
な
い
場
合

に
、
寒
早
害
が
発
生
し
ま
す
。
葉
が
水
分
不
足
の
た
め
枯
死
し

水
稲
肥
料
農
薬
年
特
予
約
に
つ
い
て

　

来
年
に
向
け
て
の
準
備
を
始
め
て
い
る
時
期
と
思
い
ま
す

が
、
令
和
3
年
産
用
の
「
水
稲
肥
料
農
薬
年
特
予
約
注
文
書
」

の
中
で
、
一
部
の
農
薬
の
変
更
が
あ
る
の
で
、
新
規
掲
載
の
農

薬
お
よ
び
お
す
す
め
肥
料
の
紹
介
を
し
ま
す
。

ウ
ン
カ
類
の
防
除
に

〈
育
苗
箱
施
用
剤
〉

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤
・
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｌ
粒
剤

本
年
多
発
し
た
ウ
ン
カ
類
の
対
策
と
し
て
、
残
効
が
70
～
80

日
程
度
期
待
で
き
る
殺
虫
＋
殺
菌
剤
で
す
。

フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
箱
粒
剤

同
じ
く
ウ
ン
カ
類
へ
の
残
効
が
70
～
80
日
程
度
期
待
で
き
る

殺
虫
剤
で
す
。

カ
メ
ム
シ
類
、ウ
ン
カ
類
、ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
防
除
に

〈
散
布
剤
〉

エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ブ
ル　
　
１
０
０
０
倍（
収
穫
7
日
前

－

2
回
）

新
規
有
効
成
分
で
ウ
ン
カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
カ
メ

ム
シ
類
に
高
い
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ウ
ン
カ
類
に
対
す
る

残
効
は
数
日
～
10
日
程
度
で
す
。

※
登
録
作
物
が
水
稲
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
除
散
布
の
際

は
ド
リ
フ
ト
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
粒
剤
〉

ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ　
　
２
５
０
ｇ　
２
５
０
ｇ
／
10
ａ

 

（
収
穫
７
日
前

－

3
回
）

有
効
成
分
の
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
は
、
ウ
ン
カ
類
や
カ
メ
ム
シ
類

に
対
し
て
高
い
殺
虫
効
果
を
示
し
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
に
対

す
る
吸
汁
阻
害
効
果
を
有
し
、
効
率
的
な
斑
点
米
抑
制
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

※
使
用
前
に
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、
ラ
ベ
ル
の
記
載
以
外
に

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
作
り
の
た
め
に

　
近
年
、
天
候
不
順
や
異
常
高
温
、
台
風
襲
来
な
ど
が
多
発
す

る
中
、
収
量
増
加
や
良
質
米
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
地
力
の

有
無
や
根
張
り
が
大
切
で
す
。
ケ
イ
酸
を
含
む
土
壌
改
良
材
を

施
用
し
、
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
根
張
り
を
良
く
す
る

こ
と
で
、茎
や
葉
を
丈
夫
に
し
て
倒
伏
防
止
や
病
害
虫
の
軽
減
、

登
熟
向
上
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
土
壌
改
良
材
〉

オ
イ
ス
タ
ー
ミ
ネ
ラ
ル　
　
80
～
1
０
０
㎏
／
10
ａ

ケ
イ
酸
17
％
、ア
ル
カ
リ
分
45
％
、含
有
成
分
：
苦
土
3
％
、

そ
の
他
微
量
要
素　

と
れ
太
郎　
　
　
　
　
　
　
60
～
80
㎏
／
10
ａ

ケ
イ
酸
30
％
、
リ
ン
酸
６
％
、
苦
土
12
％

け
い
酸
加
里
プ
レ
ミ
ア
34　
40
～
60
㎏
／
10
ａ

ケ
イ
酸
34
％
、
カ
リ
20
％
、
苦
土
４
％
、
ホ
ウ
素
0.1
％

青
白
く
み
え
る
こ
と
か
ら
青
枯
れ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
枯
死
直
後
は

青
く
見
え
、
や
が
て
降
雨
な
ど
に
よ

り
褐
変
し
、
赤
枯
れ
と
間
違
え
や
す

く
な
り
ま
す
。
赤
枯
れ
は
葉
が
変
形

し
な
い
の
に
対
し
、
青
枯
れ
は
水
分

不
足
の
た
め
葉
が
変
形
す
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

⑶
幹
割
れ
（
裂
傷
型
凍
害
）

　
晩
秋
か
ら
初
冬
に
な
っ
て
も
気
温

が
高
く
、
茶
樹
が
生
育
を
停
止
し
な

い
状
態
で
、
急
な
氷
点
下
の
低
温
に

遭
遇
し
た
場
合
に
発
生
し
ま
す
。
症

状
は
地
際
部
の
形
成
層
が
凍
結
し
、

表
皮
が
は
が
れ
る
た
め
、
水
分
の
供

給
が
た
た
れ
茎
が
枯
死
し
ま
す
。
幹

が
割
れ
る
た
め
幹
割
れ
ま
た
は
、
裂

傷
型
凍
害
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

茶
指
導
販
売
課
　
福
手

茶
指
導
販
売
課
　
福
手  

裕
三
裕
三

金
谷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
北
川

金
谷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
北
川  

一
彦
一
彦

行
い
ま
す
。
予
措
を
行
っ
て
も
貯
蔵
性
が

劣
る
た
め
、
軽
度
の
浮
皮
で
あ
れ
ば
１
～

２
月
ま
で
、
中
程
度
の
場
合
は
１
月
ま
で

の
貯
蔵
と
し
ま
す
。
予
措
を
行
う
こ
と
で

果
皮
の
水
分
が
減
少
し
、
貯
蔵
時
に
湿
度

の
影
響
を
受
け
に
く
く
な
る
た
め
、
今
後

の
貯
蔵
管
理
に
お
い
て
重
要
な
作
業
と
な

り
ま
す
。

貯
蔵
管
理

　
貯
蔵
に
最
適
な
環
境
は
、
入
庫
量
１
坪
１
ｔ
と
し
、
貯
蔵
適

温
５
～
８
℃
、
湿
度
85
％
で
す
。
貯
蔵
庫
内
の
点
検
を
１
か
月

に
１
～
２
回
行
い
、
腐
敗
果
の
除
去
や
貯
蔵
箱
の
差
し
替
え
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
貯
蔵
庫
に
ミ
カ
ン
の
入
っ
た
コ
ン
テ
ナ
や
木
箱
を
詰
め
込
み

す
ぎ
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い
に
果
実
を
入
れ
る
と
、
風
通

し
が
悪
く
加
湿
気
味
に
な
り
、
貯
蔵
中
に
浮
き
皮
や
腐
敗
が
増

え
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木  

大
造
大
造

強い かなやみどり　はるみどり　あさひ　ごこう　さみどり　ふうしゅん
やや強い さやまみどり　やまかい　おくひかり

中 やぶきた　やえほ　あさつゆ　おくみどり　おおいわせ　山の息吹
さえみどり　さきみどり

やや弱い ゆたかみどり　めいりょく　そうふう　べにふうき

品種別耐寒性の違い

（茶大百科Ⅱ技術資料参照）

予措の程度の調べ方（3％予措の場合）
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